
＜校務利用＞　③　  学校運営に関わる業務の支援「長期休業期間の動静表の作成」

久喜市立鷲宮西中学校（埼玉県）【指定校】リーディング DXスクール事業　【 AIパイロット校】

様式Ⅲ-A1

一覧表（全体）の作成、動静表（個人）の作成、個人表の修正➡一覧表への反映、個人表と一覧表の間で行事・日直

データの反映、コードを４つ作成して自動化！学校で最も忙しい教頭先生の業務を削減！市内全校で共有！

【ポイント】私たち教職員も生徒と同じ「学習者」という意識が必要！
プログラミング的な思考が必須
ChatGPT・Geminiを活用してコードを作成
コードの埋め込み方法等については、 YouTube等の学習動画を活用

生成AIと何度も対話を重ねて完成



＜教育利用＞　③　  授業で／授業以外で、個別最適な生成 AI活用

様式Ⅲ-B1

久喜市立鷲宮西中学校（埼玉県）【指定校】リーディング DXスクール事業　【 AIパイロット校】

　年度当初の全校オンライン集会では、はじめに「授業で生成ＡＩを活用していく」ことを話し、その後、共有画面上で校長
が実際にChatGPTを使用する動画を生徒に視聴してもらいました。「あなたは優秀な中学校の教員です。中学校に入学し
たばかりの一年生に、中学校生活について三つアドバイスをお願いします」というプロンプトを入力すると、すぐにChatGPT
からの回答が出てくる様子を、生徒は食い入るように見ていました。
　また、日頃から生徒には、ネット上に「個人情報を入力しない」ことを継続して指導していますが、併せて、ファクトチェッ
ク、ハルシネーション、バイアスなどについては、まずは教員が理解することが大前提と考え、生成ＡＩに触れる校内研修も
実施しました。※生徒へのアンケート結果（下表）は原文のまま掲載

　生徒の感想で多かったのは、「単純なネット検索と異なり ChatGPTを使うと自分の知りたいことが検索され、時間が短縮され便利」、「プロンプトが不十分では期

待する答えが出ない」でした。教職員は、生徒の多様な学習スタイルへの対応や教師の負担軽減など生成 AI活用のメリットを感じています。一方で、ファクト

チェック能力の育成やハルシネーション対策として、様々な情報源に触れる機会を提供し、多角的な視点から物事を考える力を育成したり、情報の裏付けとなる

根拠を尋ねたり、複数の情報源を比較したりする活動を取り入れています。

　私たちは生成AI活用をとおして、一斉指導講義型の「知識の伝達者」から、より生徒一人ひとりに寄り添い、個別最適な学びにおける「学習の伴走者」に役割を

変え、想像力や思考力を育む活動に集中するチャンスを得たとも考えます。

私たちの学校は、生成AIを、生徒が自らの学習に活用できる環境を整備しています。教員は、生成AIの利用を強制するのではなく、生徒が主体的に情報収集や課題解

決に活用できるよう、必要なサポートを提供しています。生徒は、生成AIを学習の補助ツールとして捉え、主体的に学習に取り組むことで、学習意欲の向上に繋げてい

ます。生成AIは、個別最適な学習を実現するための有効な手段です。


